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・単調な食事 … 先進国の犬・猫は総合栄養食に偏重。動物園で飼育される同じイヌ科・ネコ科動物は、

毎日多様な食事で健康を維持している。

背景事象 ～地球上で最も「単調な食事と口腔ケア不足」の動物～

・口腔ケア不足 … 自然界では獲物の被毛等が歯ブラシ代わりとなる。動物園の猛獣においても口腔ケアが

行われているが、家庭の犬・猫では口腔ケアが不十分。

エグゼクティブサマリー
～獲得免疫の健全化によるがん等の疾患予防の実現と企業価値創出戦略について～

• 獲得免疫の健全化が疾患予防を通じて収益改善に寄与する可能性がある

• 日本の犬・猫では獲得免疫成熟に必要な自然抗原が不足している可能性がある

• 「獲得免疫未成熟症（仮称）※」が各疾患の基礎病因である可能性がある

• 腸内細菌叢の多様性低下に伴う二次リンパ器官の持続的炎症を介した、新たながん発症

メカニズム「がんワープ理論」の提唱

• 『全ての病は腸から』、『歯周病は万病の元』という考え方が、科学的および統計的に

一定の妥当性を持つ可能性を示した

主なポイント

①「嘔吐・下痢・血便」といった死因の上位にはなりにくい症状が、全年齢で上位10位以内

②全哺乳類はがん抑制機構を持つが、犬・猫では若齢期から著しく高率ながん発症がみられる

（特にリンパ腫等）
※これらの謎を解く鍵が、「獲得免疫未成熟症（仮称）」および「がんワープ理論」である。

２つの謎

※上記の統計数値は、2025年５月時点における当社調査の結果に基づくものであり、全ての犬・猫において必ずしも同様の傾向を示すとは限りません。

※『獲得免疫未成熟症（仮称）』は現段階で提唱段階の仮説的概念であり、正式な医学的疾患名ではありません。

統計的事実（主な例示）

①単調な食事による腸内細菌叢の多様性低下と疾患の関連性

嘔吐・下痢・血便（RR=1.37, 95％CI：1.18-1.60, p=7.80×10 ／ 犬５歳，ｎ＝7,378 ）

アトピー性皮膚炎（RR=1.69, 95％CI：1.41-2.04, p=1.49×10 ／ 犬２～３歳，ｎ＝41,208 ）

僧帽弁閉鎖不全症（RR=1.63, 95％CI：1.16-2.29, p=0.0038 ／ 犬６～７歳，ｎ＝10,549 ）

腫瘍性疾患（RR=1.92, 95％CI：1.35-2.73, p=1.20×10 ／ 犬４歳，ｎ＝4,649 ）

②口腔ケア不足（歯周病菌）と疾患の関連性

嘔吐・下痢（RR=1.27, 95％CI：1.16-1.40,p=7.74×10 ／ 犬６～７歳，ｎ＝19,599 ）

膵炎（RR=1.36, 95％CI:1.10-1.67, p=0.0028 ／ 犬８歳以上，ｎ＝15,768 ）

猫の慢性腎臓病（RR=1.73, 95％CI：1.10-2.73,p=0.0082 ／ 猫９～11歳，ｎ＝2,316 ）

③良性腫瘍はその後1年以内の悪性腫瘍発症リスクの早期サイン
（RR=1.41, 95％CI：1.06-1.87, p=0.011 ／ 犬11～12歳，ｎ＝39,752 ）

④犬種内でも体重に比例して腫瘍性疾患を発症

例：プードル（スタンダード vs トイ＋ミニチュア）

⑤その他

毛づや悪化と死亡リスク（RR=2.03, 95％CI：1.31-3.16,p=0.0013 ／ 犬３～５歳，ｎ＝72,510 ）

涙やけと嘔吐・下痢・血便（RR=1.82, 95％CI：1.45-2.29,p=1.51×10 ／ 犬２歳，ｎ＝39,622 ） ※p値はカイ二乗検定により算出
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（RR=3.86, 95％CI：2.48-5.99,p=1.67×10 ／ 犬２～３歳，ｎ＝29,567 ）－11
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